
●人のうごき（３月１日現在）
8,653人（−6）
男4,389人（−5）　女4,264人（−1）
出生4人　死亡6人　転入21人　転出25人
3,891世帯（±0）（　）内は前月比

目　次 02〜03
05
12

令和7年度当初予算 未来へ 基礎づくり予算
鷲峰山トンネル開通
宇治田原日本語教室を開設

●第78回維孝館中学校 卒業証書授与式/3月14日（金）
　新たなステージに進む旅立ちの季節を迎え、町内の小・中学校、保育所、幼稚園では子ど
もたちが卒業、卒園しました。維孝館中学校では、卒業する生徒67人に細矢和彦校長より
「自分が自分にならないでだれが自分になるのか（相田みつを）」の言葉が贈られました。
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※R4～R5は決算額。 R6、 R7は見込額

一般会計
当初予算 56億8,800万円 対前年度比

+5.4％

歳出

56億
8,800万円

総務費
1,126,940
（19.8%）

民生費
1,565,781
（27.5%）

土木費
634,112
（11.1%）

教育費
720,876
（12.7%）

公債費
570,942
（10.0%）

衛生費
399,509
（7.0%）

消防費
300,844
（5.3%）

農林水産業費
168,162（3.0%）

議会費　89,717（1.6%）
商工費　63,748（1.1%）

その他　47,333（0.8%）

歳出

56億
8,800万円

人件費
1,337,827
（23.5%）

公債費
570,942
（10.0%）

物件費
894,684
（15.7%）

補助費等
1,155,001
（20.3%）

維持補修費 33,928（0.6%）

普通建設事業費
450,105（7.9%）

貸付金 200 （0.0%）

災害復旧事業費
29,180（0.5%）

繰出金
288,722 
（5.1%）

予備費 4,000（0.1%）

扶助費
643,132
（11.3%）

歳入

56億
8,800万円

町税
1,744,414
（30.7%）

地方交付税
1,360,000
（23.9%）

町債
296,800
（5.2%）

各種交付金
358,000

 （6.3%）

諸収入　48,266（0.8%）

繰入金
474,240
（8.3%）

分担金及び負担金
12,187（0.2%）寄附金　255,001（4.5%）

地方譲与税　64,686（1.2%）

使用料及び手数料
44,070（0.8%）

その他
　14,434（0.3%）

府支出金
411,780
（7.2%）

R7 R7R4 R4R5 R5R6 R6

※R4～R5は決算額。 R6、 R7は見込額 ※R4～R5は決算額。 R6、 R7は見込額

62億2,971万円
59億8,172万円

67億5,597万円 64億7,890万円

会　計　名 予　算　額（千円） 前年度比（％）

一 般 会 計 5,688,000 5.4

特

　別

　会

　計

国 民 健 康 保 険 1,004,382 ▲ 9.2

後期高齢者医療 185,627 3.2

介　 護　 保　 険 880,848 ▲ 1.9

水 道 事 業 会 計 561,948 3.8

下 水 道 事 業 会 計 924,094 8.4

総　　　額 9,244,899 3.0

国庫支出金
604,122
（10.6%）

積立金 280,279（4.9%）

企画財政課☎88-6632

R7R4 R5 R6

（億円）

5

10

0

（億円）

5

6

4

◦
令
和
７
年
度
当
初
予
算

未
来
へ 

基
礎
づ
く
り
予
算

4億6,802万円

５億2,431万円

4億6,860万円

５億3,098万円

2億2,071万円

5億7,094万円

4億930万円

５億3,687万円

（億円）

60

70

50

40

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
の
施
策
の

充
実
と
、
確
か
な
未
来
を
形
成
す
る
た
め
の
都
市
基

盤
整
備
を
軸
に
、
足
元
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援

に
も
取
り
組
む
な
ど
、
初
年
度
と
な
る
「
第
６
次
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
の

予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

一般会計

町の貯金

特別会計等

一般会計

町の借金 町の借金の返済額

歳入

財政調整基金

予算

歳出

地方債残高 公債費

（単位：千円） （単位：千円）

目的別の内訳

性質別の内訳

町の貯金が減って、借金の返済額が増えているのは、次世代のまちづくり（移住・定住、教育、観光施設）や基盤整備（道づくり等）といった、未来へ
の投資を行っているためです。

義務的経費 （44.8％）

投資的経費 （8.4％）

（注）構成比％については、端数処理により単純に合計しても100％にならない。
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重点施策

つながりの
まちづくり

やすらぎの
まちづくり

ハートの
まちづくり

にぎわいの
まちづくり

広域交通・道路と整合のとれた都市基盤の整備と
自然環境の保全等に取り組みます。

暮らしの不安要因を減らすとともに、保健・医療
体制の充実を図ります。

子どもを産み育てる環境と教育の充実を図り、郷
土愛の醸成や多様性を認め合える共生の心を育み
ます。

地域資源を活用しながら、移住定住や産業・観光
振興、雇用創出につなげることで、活気あふれる
にぎわいのまちづくりを行います。

４

行

◇防災対応力強化事業費 新規� 13,680千円
　大規模災害時における避難所の生活環境改善及び防災対応力の強化を
図るため、町内の避難所に資機材及び備蓄倉庫の整備を行います。

◇うじたわら健活フェスタ事業費 拡充� 1,829千円
　すべてのライフステージの住民を対象に、健康づくりをテーマとした
自由参加型のイベントを開催します。

◇物価高騰対策水道料金減免事業費 新規� 21,518千円
　物価高騰の影響を受けた水道使用者の負担軽減を図るため、2期＝4
か月分の水道基本料金を全額減免します。

◇宇治田原山手線整備事業費 継続� 37,010千円
　新名神高速道路（仮称）宇治田原IC、（仮称）大津SIC及び京滋BP南
郷ICへのトリプルアクセスを可能にする道路ネットワークを構築する
ため、宇治田原山手線の整備を行います。

◇高校生通学費補助金 拡充� 22,391千円
　高校（専修学校及び各種学校含む）に通学する生徒の保護者の経済的
負担軽減を図るため、バス通学費の助成を行います。
　今年度より課税世帯の補助割合を2分の1から3分の2に拡充します。

◇小中学校給食費支援事業費 新規� 11,584千円
　物価高騰による保護者の経済的負担を軽減するための緊急的な措置と
して、1学期の給食費全額を支援します。

◇ふるさと納税推進事業費 拡充� 125,000千円
　本町の魅力や町内産業等のPRを行うとともに、納税額の増加により
次世代を担う子どもたちのための施策を展開します。

◇「ハートのまち」移住定住プロモーション事業費 拡充� 1,323千円
　「京都に、宇治田原町。」「うじたわらいく」ほかを前面に打ち出した
シティプロモーションを行い、まちの活力や定住の促進等につなげます。

◇大阪・関西万博観光誘客事業費 新規� 1,578千円
　EXPO2025「大阪・関西万博」を契機として、お茶を通じた交流人
口の増加を目指すとともに、国内外に広く「日本緑茶発祥の地　宇治田
原町」の魅力を発信します。

　自主的なまちづくり活動を支援するとともに、行政と住民の情報共有
と意見聴取・対話に努めます。

◇集会所等整備事業補助金 継続� 811千円
　区及び自治会が行う集会所の新増築、改築、修繕等に要する経費の補
助を行います。

◇行政改革・行政評価推進事業費 継続　� 107千円
　「第7次行政改革大綱」及び同「実施計画」の着実な推進のため、外
部評価委員会による進行管理を行います。

「第6次まちづくり総合計画」を推進する重点施策

つのまちづくりの目標

政の基本姿勢

◉住民が主役のまちづくりの推進

◉効果的な行財政運営

◆未来挑戦隊チャレンジャー育成PROJECT
　ふるさと納税を活用し、「未来を担う子どもたち」の夢を応援する
宇治田原町ならではの特色ある取組を実施します。
　子どもたちが大人になったときに、このまちのおかげで成長した自
分があると思ってもらえるような、子どもたちへの直接的・投資的要
素のある事業を積極的に実施することでシビックプライド※の醸成を
図ります。
※まちや故郷に誇り・愛着を持つこと、まちづくりに関わることへの自負。

◦大阪・関西万博体験事業費 新規 　� 3,278千円
　小学5・6年生と中学生を対象に、多様な国の文化や価値観に触れ、
未来社会について考える貴重な機会となる大阪・関西万博を体験し
てもらいます。

◦保育所心を育む茶レンジャー育成事業費 継続� 190千円
　専門家による保育士への研修や知育玩具等の活用により、子ども
の自己肯定感や主体性、表現力・創造力を養います。

◦先端プログラミング教育推進事業費 継続� 1,596千円
　Society5.0を生きる人材を育成するため、実社会にリンクする
プログラミング学習授業を小中学校で行います。

◦プロフェッショナルによるキャリア・STEAM教育特別授業 継続
　航空会社のプロフェッショナルや金融の専門家を講師に迎え、自
分や世界、地球の未来を考える機会と、自らのキャリアについて関
心を深めるきっかけを提供します。

◇地域活動育成支援事業費 継続� 548千円
　まちづくり参画意識の向上と、住民、行政のパートナーシップの構築
に向け、住民の自主的・主体的な地域活動の育成・支援を行います。

広報うじたわら 令和７年４月号03



（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。

社会教育課☎８８‐６６１３

令和6年度教育委員会表彰
　町の教育、学術やスポーツ、文化の振興、
発展に貢献された方を表彰する教育委員会
表彰。令和6年度の受賞者と成績等は次の
とおり（敬称略。学年は令和6年度当時）

奥村博已さん＝前教育委員会教育

長（2期6年）

木元柑花さん（維孝館中学校3年）

＝ JOC ジュニアオリンピックカップ第
38回全国都道府県対抗中学バレーボール
大会優勝

　
宇
治
田
原
児
童
育
成
施
設

は
、
４
月
か
ら
ま
る
や
ま
交

流
館
敷
地
内
に
新
た
な
施
設

を
増
築
し
、
ま
る
や
ま
交
流

館
と
新
た
な
施
設
で
の
運
営

を
開
始
し
ま
す
。

　
新
築
施
設
は
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
保
育
ス
ペ
ー
ス
を
有

し
て
お
り
、子
ど
も
た
ち
が
、

落
ち
着
い
て
健
や
か
に
成
長

で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
工
事
期
間
中
は
、ご
近
隣
・

ご
利
用
の
皆
様
に
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
無

事
、
竣
工
の
運
び
と
な
り
ま

し
た
。
ご
協
力
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

宇
治
田
原
児
童
育
成
施
設

新
築
棟
完
成

社
会
教
育
課
（
☎
８
８
︲

６
６
１
３
）

　
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
電
車
や
路

線
バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交

通
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に

直
面
し
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
路
線
バ
ス
の
運
行

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

みんなで乗って
守ろう！
路線バス

・ まちづくり推進課
　　　☎88‐6616

　
運
転
者
や
整
備
員
の
不

足
、
燃
料
費
の
高
騰
と

い
っ
た
課
題
に
直
面
し
、

私
た
ち
の
生
活
に
「
あ
た

り
前
」
に
存
在
し
て
い
た

路
線
バ
ス
が
今
、
運
行
を

続
け
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
京
都
京
阪
バ
ス
は
、宇
治
市
・

城
陽
市
・
京
田
辺
市
・
久
御
山

町
と
本
町
を
主
な
エ
リ
ア
と
し

て
運
行
し
、
本
町
で
は
唯
一
、

町
内
外
を
つ
な
ぐ
貴
重
な
移
動

手
段
で
す
。

　
し
か
し
、
現
状
で
は
路
線
を

維
持
す
る
た
め
に
約
10
名
以
上

の
バ
ス
運
転
士
が
不
足
。
運
転

士
の
応
募
も
徐
々
に
し
か
進
ま

な
い
こ
と
か
ら
、
３
月
に
は
運

転
士
数
に
合
わ
せ
た
ダ
イ
ヤ
改

正
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

全
国
的
に
路
線
バ
ス
の

持
続
運
行
が
困
難
に

運
転
士
が
10
名
以
上
不
足

運
転
士
不
足
が
続
く
と
、
さ
ら

な
る
減
便
な
ど
皆
さ
ん
の
移
動

手
段
の
確
保
も
難
し
い
状
況
と

な
り
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
を
守
る
た
め
に
は

皆
様
の
ご
利
用
が
必
要
で
す
。

　
普
段
の
お
出
か
け
に
、
自
動

車
だ
け
で
は
な
く
路
線
バ
ス
も

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
た
ち
の
将
来
、
そ
し
て

子
ど
も
達
の
未
来
の
た
め
に
も

路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
近
鉄
電
車
・
京
阪
電
車
・
Ｊ

Ｒ
各
社
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う

接
続
調
整
や
バ
ス
運
転
士
不
足

の
対
応
、
安
定
的
な
路
線
運
行

の
維
持
を
目
的
と
し
て
、
３
月

22
日
（
土
）
よ
り
ダ
イ
ヤ
が
見

直
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
路
線
バ
ス
に
乗
ろ

う
！

京
都
京
阪
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改

正
（
３
月
22
日
よ
り
実
施
）

京都京阪バス
運転士募集

　町内２小学校の３年生児童を対象に、バスの乗り
方や車内の工夫点（車いすの乗車方法）などを現役
の運転士からお話を伺い、バスの魅力を実感しても
らう、モビリティ・マネジメント教室（ＭＭ教室）
を行いました。
　児童らは、宇治田原小学
校に登場した路線バスに乗
車し、グラウンドを１周。
仮の IC カード乗車券を手
に、車内での注意事項や降
車時の運賃表の見方などを
体験しました。

　城陽市内の商業施設で、城陽市・京都京阪バスと
連携し、路線バスの利用促進を図る活動を行いまし
た。
　バスに関する「子ども○×クイズ」や、京都京阪
バスの運転士募集・相談コーナー等を開設。子ども
から大人まで楽しめ
る、幅の広い内容で
取り組みました。
　今後も、京都京阪
バスや沿線市町と連
携し、バス運転士の
募集支援や利用促進
に努めます。

　高校に通学する生徒のバス通学費について、４月
より通学定期券を購入された場合の補助割合を従来
の２分の１から３分の２に拡充します。

路線バス持続に向けたこんな取組

小学生に路線バスの乗車体験「ＭＭ教室」

商業施設での利用促進啓発活動

　　高校通学費の補助割合を３分の２へ拡充NEW
詳細は京都京阪
バスＨＰを確認
してください。

　京都京阪バスでは現在、バ
ス運転士を募集しています。
お知り合い等にも、紹介をお
願いします。
職種　路線・貸切バス運転士
（正社員）
給与　日給月給制・賞与年２
回・昇給あり。（月収例27
～ 31万円
※ 休日出勤・残業手当等含む）

+ 諸手当
休日　年間休日107日（シ
フト制）

・
京都京阪バス㈱
（☎075‐981‐8800）

採用情報 HP

運転士に

なりません
か？
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京
都
府
に
お
い
て
平
成
29
年

か
ら
整
備
を
進
め
ら
れ
て
い
た

宇
治
木
屋
線
「
鷲
峰
山
ト
ン
ネ

ル
」
が
２
月
24
日
（
月
・
祝
）

に
開
通
し
、
式
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
開
通
を
記
念
し
、
同

月
16
日
（
日
）
に
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
多
く

の
方
に
開
通
前
の
ト
ン
ネ
ル
を

お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
は
京
都
府

管
理
ト
ン
ネ
ル
（
一
般
道
）
の

中
で
も
最
長
で
あ
り
、
延
長
が

約
３
㎞
に
な
る
こ
と
か
ら
、
安

心
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

非
常
用
設
備
も
充
実
し
て
い
ま

す
。

　
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
た
こ
と

に
よ
り
、
和
束
町
と
の
時
間
距

離
が
短
縮
さ
れ
、
両
町
の
防
災

面
で
の
強
化
が
図
ら
れ
る
と
と

も
に
、
お
茶
を
通
じ
た
交
流
連

携
が
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８

８
︲
６
６
１
６
）

鷲峰山トンネル開通
①
西
脇
京
都
府
知
事
に
よ
る
挨
拶
②

９
０
０
人
の
両
町
住
民
が
集
ま
っ
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
③
和
束
町
立
和

束
保
育
園
児
に
よ
る
歌
の
発
表
④
初
め
て

車
両
が
通
る
鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル

（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。

　
令
和
７
年
度
は
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針
で

あ
る
「
第
６
次
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
」
及
び
「
第
３
期
地
域

創
生
総
合
戦
略
」
の
初
年
度
と

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
同
計
画

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
新
た
な
発
想
で
未
来

を
切
り
拓
く
た
め
、
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
視
点
を
持
っ
て
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
体
制
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
限
ら
れ
た
職
員

数
の
中
で
、
職
員
一
人
ひ
と
り

が
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、

組
織
全
体
の
成
果
を
最
大
化
す

る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
人

材
育
成
を
見
据
え
る
中
で
、

個
々
の
適
性
を
考
慮
し
た
適
材

適
所
の
人
員
配
置
に
努
め
ま
し

た
。

※
（
　
）
内
は
旧
職
。

【
課
長
級
】

▼
産
業
観
光
課
長
兼
商
工
観
光

係
長
＝
谷
出
智
（
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
）
▼
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長
＝
岡
﨑
貴
子
（
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
）
▼

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
＝

田
村
徹
（
産
業
観
光
課
長
兼
商

工
観
光
係
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▼
企
画
財
政
課
課
長
補
佐
兼
入

札
契
約
係
長
兼
財
政
管
財
係
長

＝
⻆
田
友
和
（
企
画
財
政
課
財

政
管
財
係
長
）
▼
企
画
財
政
課

課
長
補
佐
兼
ふ
る
さ
と
応
援
推

進
係
長
＝
明
尾
洋
平
（
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
兼

学
校
教
育
係
長
）
▼
福
祉
課
課

長
補
佐
兼
福
祉
係
長
＝
茨
木
伸

悟
（
税
住
民
課
課
長
補
佐
兼
戸

籍
住
民
係
長
）
▼
上
下
水
道
課

課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長
＝
衣

川
信
哉
（
上
下
水
道
課
下
水
道

係
長
）
▼
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係

長
＝
重
富
康
宏
（
議
会
事
務
局

庶
務
係
長
）
▼
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
課
長
補
佐
兼
宇
治
田

原
町
住
民
体
育
館
長
＝
小
川
英

人
（
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福
祉

係
長
）

【
係
長
級
】

▼
子
育
て
支
援
課
地
域
児
童
係

長
＝
今
道
忠
司
（
建
設
環
境
課

開
発
指
導
係
長
）
▼
子
育
て
支

援
課
宇
治
田
原
町
立
保
育
所
係

長
＝
神
田
佳
世
（
子
育
て
支
援

課
宇
治
田
原
町
立
保
育
所
主

任
）
▼
子
育
て
支
援
課
宇
治
田

原
町
立
保
育
所
係
長
＝
三
瀬
千

志
帆
（
子
育
て
支
援
課
宇
治
田

原
町
立
保
育
所
主
任
）
▼
建
設

環
境
課
環
境
係
長
＝
森
口
由
記

子
（
建
設
環
境
課
主
任
）
▼
産

業
観
光
課
農
林
係
長
＝
槗
本
孝

明
（
子
育
て
支
援
課
宇
治
田
原

町
立
保
育
所
係
長
）

【
主
任
・
主
査
級
】

▼
総
務
課
主
任
＝
奥
鉄
夫
（
子

育
て
支
援
課
地
域
児
童
係
長
）

▼
企
画
財
政
課
主
任
＝
遠
山
雅

史
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

主
任
）
▼
税
住
民
課
主
任
＝
浜

口
ゆ
か
り（
健
康
対
策
課
主
任
）

▼
子
育
て
支
援
課
宇
治
田
原
町

立
保
育
所
主
任
＝
山
中
理
絵

（
子
育
て
支
援
課
宇
治
田
原
町

立
保
育
所
保
育
士
）
▼
建
設
環

境
課
主
任
＝
上
辻
久
光
（
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
主
任
）
▼
建
設

環
境
課
主
任
＝
島
田
大
彰
（
建

設
環
境
課
主
事
）
▼
議
会
事
務

局
主
任
＝
奥
谷
香
代
（
税
住
民

課
主
任
）

【
主
事
級
】

▼
企
画
財
政
課
主
事
＝
上
辻
雅

人
（
上
下
水
道
課
主
事
）
▼
税

住
民
課
主
事
＝
今
西
哲
也
（
総

務
課
主
事
）
▼
子
育
て
支
援
課

宇
治
田
原
町
立
保
育
所
主
事
＝

音
田
海
吾
（
子
育
て
支
援
課
主

事
）
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
主

事
＝
谷
口
諒
（
企
画
財
政
課
主

事
）
▼
上
下
水
道
課
主
事
＝
松

岡
拓
都
（
産
業
観
光
課
主
事
）

【
新
規
採
用
】

▼
健
康
対
策
課
主
事
＝
丸
山
真

歩
▼
子
育
て
支
援
課
主
事
＝
奥

谷
紀
郁
▼
子
育
て
支
援
課
宇
治

田
原
町
立
保
育
所
保
育
士
＝
勝

井
明
日
美
▼
建
設
環
境
課
主
事

＝
奥
谷
蒼
梧
▼
教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
課
長
補
佐
＝
酒
井
隆

司
（
京
都
府
教
育
委
員
会
割
愛

採
用
）

【
帰
任
】

▼
野
原
正
行
（
理
事
（
都
市
整

備
担
当
））

【
退
職
】

▼
杉
浦
恒
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
課
長
補
佐
・
割
愛
退
職
）

▼
青
山
太
己
（
福
祉
課
主
事
）
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税
Tax

・
税住民課☎88‐6633

　
町
・
府
民
税
や
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険

税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
納
付
が
遅
れ
る
と
延
滞
金
等

が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
納
付
の
お
済
み
で
な
い
方

は
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

令
和
６
年
度
町
税

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

町
税
等
は
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

減
免
申
請
は
４
月
30
日
ま
で

コ
ン
ビ
ニ
納
付
や
ス
マ
ホ
決

済
ア
プ
リ
で
の
納
付
も
ご
利

用
く
だ
さ
い

令
和
７
年
度

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
は

４
月
中
頃
に
納
税
通
知
し
ま
す

令
和
７
年
度
固
定
資
産
税

評
価
額
の
帳
簿
の
縦
覧

　
町
内
金
融
機
関
窓
口
に
町
税

等
口
座
振
替
納
付
依
頼
書
を
備

え
て
い
ま
す
。
預
金
通
帳
と
使

用
印
鑑
を
持
参
の
上
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
町
外
の
金
融

機
関
に
申
し
込
む
場
合
は
、
依

頼
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き

が
完
了
す
る
ま
で
１
～
２
週
間

程
度
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

取
扱
機
関
　
京
都
銀
行
・
京
都

中
央
信
用
金
庫
・
京
都
や
ま
し

ろ
農
業
協
同
組
合
・
京
都
信
用

金
庫
・
り
そ
な
銀
行
・
み
ず
ほ

銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　
納
付
書
で
納
付
す
る
場
合

は
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
マ
ホ
決
済

ア
プ
リ
で
24
時
間
お
支
払
い
で

き
ま
す
。

利
用
で
き
る
決
済
ア
プ
リ

・
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
払
い

・
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ

・
ｄ
払
い

※�

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ�

Ｐ
ａ
ｙ
は
４
月

23
日
（
水
）
で
利
用
終
了

対
象
の
税
・
保
険
料

　
町
府
民
税
（
普
通
徴
収
）・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）・
国
民
健
康
保
険
税
（
普

通
徴
収
）・
介
護
保
険
料
（
普

　
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に

は
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
に
対

す
る
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
書
に
納
税
義
務
者
の
個

人
番
号
（
法
人
は
法
人
番
号
）

の
記
載
が
必
要
で
す
。
申
請
の

際
は「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

か「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド（
写

し
可
）」
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
締
切
　
４
月
30
日
（
水
）

※�

減
免
要
件
や
必
要
書
類
な
ど

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
内
に
課
税
対
象
の
資
産
や

車
両
を
お
持
ち
の
方
で
、
納
税

通
知
書
が
４
月
21
日
（
月
）
ま

で
に
届
い
て
い
な
い
方
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
共
有
で
お
持
ち
の
土
地
、
家

屋
等
の
固
定
資
産
税
の
納
税
通

知
書
は
、共
有
者
全
員
に
郵
送
。

納
付
書
は
代
表
の
方
に
送
付
し

ま
す
。

対
象
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者

（
土
地
の
納
税
者
は
土
地
の

み
、
家
屋
の
納
税
者
は
家
屋
の

み
縦
覧
可
）、
代
理
人
（
委
任

状
が
必
要
）

縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）

～
30
日
（
水
）
の
平
日

縦
覧
場
所
　
税
住
民
課

必
要
な
も
の
　
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
・
本
人
確
認
書
類（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
免
許
証

等
）

①健康対策課窓口または
Webにて必ず事前にお
申し込みください。（郵
送可）
　持 ち 物　保険証
　申込締切 　4月30日（水）

②希望する医療機関へ連
絡し、受診日を予約し
てください。
　受診期限
　【国保加入者】
　5月12日（月）～12月
31日（水）
　【後期高齢者】
　5月12日（月）～令和８
年３月31日（火）

↓
③５月上旬に利用券を郵
送交付します。

↓
④利用券、保険証、自己
負担分の費用額を持っ
て受診

人間ドック
受診方法

　
「
国
民
健
康
保
険
」
や
「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
」
の
加
入

者
を
対
象
に
①
人
間
ド
ッ
ク
②

脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を
し
ま
す
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す

方▼
町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続

し
て
１
年
以
上
加
入
し
て
い
る

被
保
険
者
ま
た
は
、
本
町
に
継

続
し
て
１
年
以
上
居
住
し
て
い

る
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

▼
脳
ド
ッ
ク
の
場
合
は
、
前
年

度
に
町
で
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
を

受
け
て
い
な
い
方

▼
入
院
や
妊
娠
を
し
て
い
な
い

35
歳
以
上
の
方

▼
保
険
税
（
料
）
の
滞
納
が
な

い
世
帯

▼
受
診
結
果
を
特
定
健
康
診
査

の
受
診
に
代
え
る
こ
と
を
了
承

す
る
方

※�

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ん
だ

方
に
は
、
無
料
で
受
診
で
き

る
特
定
健
康
診
査
や
後
期
高

齢
者
健
康
診
査
の
受
診
案
内

は
行
い
ま
せ
ん
。

※
受
診
は
同
一
年
度
に
１
回

委
託
医
療
機
関
　
▼
京
都
第
一

赤
十
字
病
院
▼
京
都
田
辺
中
央

病
院
▼
京
都
岡
本
記
念
病
院
▼

宇
治
徳
洲
会
病
院
▼
武
田
病
院

グ
ル
ー
プ
▼
京
都
予
防
医
学
セ

ン
タ
ー
▼
御
池
ク
リ
ニ
ッ
ク
▼

四
条
烏
丸
ク
リ
ニ
ッ
ク

助
成
額
　
①
人
間
ド
ッ
ク
の
み

＝
２
万
５
千
円
②
脳
ド
ッ
ク
の

み
＝
２
万
円
③
人
間
ド
ッ
ク
と

脳
ド
ッ
ク
＝
４
万
円

申
込
期
限
　
４
月
30
日
（
水
）

受
診
期
限
　
国
保
＝
12
月
31
日

（
水
）、
後
期
高
齢
者
医
療
＝

令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

申
込
方
法
　
窓
口
（
郵
送
可
）

ま
た
は
Ｗ
ｅ
ｂ

▼
委
託
外
の
医
療
機
関
で
受
診

す
る
場
合
で
も
事
前
申
請
と
利

用
券
は
必
要
で
す
。

※�

委
託
外
の
医
療
機
関
で
受
診

す
る
場
合
は
助
成
の
方
法
や

受
診
期
限
が
異
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年金から新たに天引きする方に
「仮徴収のお知らせ」を送ります

福祉課（介護）☎88‐6635
　健康対策課（後期・国保）☎88‐6610

　3つの保険税・料を引き続き特別徴収（年金天
引き）する方は、2月納付分と同額を4・6・8月
に仮徴収します。また4月から「新たに特別徴収
する方」には、仮徴収額決定通知書を送付します。
　次に該当する方は、年6回の年金受け取りの際
に、保険税・料を2か月分ずつ納付いただきます。

◉介護保険料
　65歳以上で特別徴収の対象となる年金が年額
で18万円以上

◉国民健康保険税
・世帯主が国民健康保険に加入している
・世帯の国民健康保険加入者がすべて65歳以上
75歳未満
・介護保険料が特別徴収されている
・介護保険料と国民健康保険税の合計額が、年金
額の２分の１未満
・特別徴収の対象となる年金が年額で18万円以上

◉後期高齢者医療保険料
・介護保険料が特別徴収されている
・介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額
が、年金額の２分の１未満
・特別徴収の対象となる年金が年額で18万円以
上

※�仮徴収 ▲ ▲ ▲ 前々年（令和5年の所得をもとに仮
の保険税・料で特別徴収（2月と同額）すること。
前年所得が確定したら保険税・料を算出し、仮
徴収した額と調整のうえ、10月以降の年金か
ら残額を徴収します。

Web申込は、
右記から可能で
す。

　病気の早期発見のために
　令和７年度
人間ドック等の助成受付開始

・ 健康対策課☎８８‐６６１０

　受付は

４／　30
　　　まで

◉介護保険／国保／後期高齢

通
徴
収
）・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
（
普
通
徴
収
）

納
付
で
き
な
い
納
付
書

▼
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
納
付
書

▼
１
枚
あ
た
り
30
万
円
を
超
え

る
納
付
書

▼
取
扱
期
限
（
納
期
限
）
が
過

ぎ
た
納
付
書

　
な
お
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
印

字
し
て
い
る
納
付
書
は
、
全
国

の
地
方
税
統
一
対
応
金
融
機
関

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　
対
応
金
融
機
関
は
「
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
」
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
二
次
元
コ
ー
ド
を

利
用
し
た
納
付
は
「
地
方
税
お

支
払
い
サ
イ
ト
」
ま
で
。

eLTAX地方税お支払い
サイト

　
受
診
に
は
事
前
申
請
と
利

用
券
が
必
要
で
す
。
お
早
め

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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こちら消防分署 田辺警察署通信

（有料広告）広告内容は、町が推奨するものではありません。

Ujitawara  Town  Topics 

　2小学校の6年生児童63人を対象に、空の仕事の素晴らし
さや新たな発見を伝えるべく、現役パイロット・CAを招いた特
別授業が行われました。
　講師として来校した、嵯峨山弘樹副操縦士は、飛行機が飛べ
る理由やエンジンの仕組み、１日の業務スケジュールなどを説
明、山本めぐ美客室乗務員は、パイロットとの連携やCAの所
作を解説し、児童
らの好奇心を刺激
しました。
　授業の最後に、
日本航空の職員制
服（子ども用）に袖
を通した児童らは、
満足気な表情を見
せていました。

　全国的に珍しい中学校での商品開発体験授業、今回のテー
マ「食べに来たくなるスイーツづくり」をもとに、チェリー＆お
おつじ茶菓店協力のもと、維中２年生69人が昨年から開発に
取り組んだ商品がお披露目されました。

商品化されたスイーツは次のとおり（店舗によって販売商品は
異なります）
①パフェまんじゅう②モンブラン③ソーダ④君のハートにずっ
きゅんばっきゅんどっきゅんアイス⑤鷲峰山アラモード

JAL（日本航空）のキャリア教育授業「空
そらいく

育」
現役パイロット・CAによる特別講義

2／28

維中生×チェリー＆おおつじ茶菓店のコラボ開発商品
中学生のアイデアから作ったスイーツお披露目会

2／6

①
パ
フ
ェ
ま
ん
じ
ゅ
う
（
お
お
つ

じ
茶
菓
店
）

④
君
の
ハ
ー
ト
に
ず
っ
き
ゅ
ん

ば
っ
き
ゅ
ん
ど
っ
き
ゅ
ん
ア
イ
ス

（
チ
ェ
リ
ー
）

行楽期における火災の予防

春の行楽期を火災のない楽しいものにするために

　春の行楽期到来とともに、屋外での活
動が増えます。この時期は、降水量が少
なく、空気が乾燥し強い風が吹くと林野
火災が発生しやすく、火災発生の増加が
懸念されます。
　火災を防ぐためには、行楽を楽しむ一
人ひとりが注意する必要があります。

○キャンプ等、火を使用する際は近くに
水の入ったバケツなどを用意し、もし火
が燃え広がったら、すぐに消火できるよ
う準備しておく！
○たばこは灰皿などがあるところで吸う
か、携帯灰皿を携行し、ポイ捨てなどは
絶対にしない！
○紙屑などのゴミ類は火災発生の原因、
延焼拡大の原因となるため、各自のゴミ
はきちんと持ち帰る！

宇治田原分署☎88‐5500

モニター通信

広報モニター
岡　　　悠さん（緑苑坂）

身
近
な
“
あ
る
も
ん
”
を

活
用
し
よ
う

た
ち
が
住
む
こ
の
宇

治
田
原
町
は
、
森
林

面
積
が
全
体
の
76
％
を
占
め

る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

　
そ
の
森
林
は
見
え
な
い
所

で
、
人
間
の
生
活
と
と
て
も

関
わ
り
が
深
く
重
要
で
す

が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に

「
人
間
」
だ
け
の
都
合
を
押

し
通
す
行
動
を
私
た
ち
は
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
緑
苑
坂
に
住
む
ヤ
ギ
ノ
リ

コ
さ
ん
は
「
ア
ル
モ
ン
デ
ザ

イ
ナ
ー
」
と
し
て
地
域
の
中

で
余
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
る

“
あ
る
も
ん
”を
見
出
し
活
用

す
る
工
夫
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ヤ
ギ
さ
ん
は
元
々
、
薪
ス

ト
ー
ブ
の
あ
る
暮
ら
し
を
求

め
、
町
へ
移
住
を
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
薪
の
確
保
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
山
全
体

や
流
域
の
問
題
に
気
が
付

き
、
現
状
が
見
え
た
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ヤ
ギ
さ
ん
の
考
え
や
行
動

を
見
て
い
る
と
普
段
私
た
ち

の
生
活
が
い
か
に
豊
か
で
恵

ま
れ
て
い
る
の
か
、
自
分
の

生
活
と
山
や
川
、湖
、海
、空
、

宇
宙
、
様
々
な
も
の
と
が
繋

が
り
生
き
て
い
る
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
森
の
木
を
切
る

こ
と
を
考
え
た
時
に
は
邪
魔

者
扱
い
の
「
蔓つ

る

」
を
“
あ
る

も
ん
”
と
捉
え
、
か
ご
を
編

ん
だ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
で
す
。

　
山
の
木
を
切
る
こ
と
、
植

林
す
る
こ
と
、
木
を
薪
と
し

て
使
う
こ
と
、
人
里
に
熊
や

鹿
が
降
り
て
来
る
こ
と
、
事

象
と
し
て
見
る
と
迷
惑
な
こ

と
や
有
難
い
こ
と
と
単
一
的

に
捉
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
私
た
ち
人
間
は
自
然
の

一
部
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
本

質
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え

て
み
る
と
、
違
っ
た
考
え
が

生
ま
れ
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

に
、
自
然
と
遊
ぶ
場
を
作
る

こ
と
が
ヤ
ギ
さ
ん
の
目
標
の

一
つ
だ
そ
う
で
す
。
現
代
の

便
利
な
暮
ら
し
に
慣
れ
て
し

ま
う
と
、
ど
う
し
て
も
わ
ざ

わ
ざ
自
然
に
出
向
か
な
け
れ

ば
、
そ
れ
と
出
会
う
こ
と
が

叶
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
。

　
時
代
の
流
れ
と
言
わ
れ
れ

ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
わ
ざ

わ
ざ
出
向
い
て
で
も
そ
こ
に

“
あ
る
も
ん
”
が
あ
り
、
活

か
す
こ
と
が
出
来
た
な
ら
、

そ
れ
は
未
来
の
子
ど
も
た
ち

へ
繋
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
皆
さ
ん
も
是
非
身
近
な

“
あ
る
も
ん
”
を
探
し
、
活

か
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私

･ 総務課☎88－6631

『町民の窓』有料広告を募集

▲ 発行　毎月１日　3,200部

▲ 規格　１枠 縦4.5㌢×横８㌢　２色印刷（紙面と同色）

▲ 料金　１枠あたり　１月5,000円、１年50,000円（12月）
　　　　　※２枠以上の掲載もできます。

▲ 備考　●広告内容には制限があります。
　　　　●広告の掲載位置は町で決定します。
　　　　●契約は１か月単位から年間まで、ご要望にお応えします。
　　　　●掲載月の前月10日までに原則入稿。

田辺警察署☎63‐0110

４月は交通事故が増加する季節です！
　４月は、新生活の始まりですね。小学
校1年生は、自分一人で道路を歩く「通
学デビュー」の時期です。桜の花に誘わ
れて、皆さんも外出が増える季節ではな
いでしょうか。

◆ドライバーの皆さんへ
・時間と心にゆとりを持ちましょう。焦
りは事故のもとです。
・横断歩道は歩行者優先です。横断歩道
の手前で、必ず減速しましょう。
・思いやり、ゆずり合いの気持ちを持っ
て、安全運転を心がけましょう。

　田辺警察署管内では、4月は交通事故
が増加する傾向にあります。
　悲惨な交通事故が発生しないよう、一
人ひとりが交通ルールを守りましょう。

　互いに協力しながら花を育てることで、
生命の尊さに触れ、思いやりの心を育む「人
権の花運動」。
　昨年度は、町立保育所「あゆみのその」
の年長組園児が取り組みました。
　昨年10月に園児が植え付け、育てた水
仙を、「人権の花」として啓発標語のカー
ドを添えて、人権擁護委員や園児から町内
の学校や福祉施設に届けられました。
　また、人権の花運動に取り組んだ「あゆ
みのその」へは、人権擁護委員から感謝状
と記念品が贈呈されました。
人権相談　町では毎月第１月曜日、やすら
ぎ荘で人権擁護委員による人権相談を行っ
ています。
　なお、今月は４月７日（月）午後１時
30分から４時30分まで

思いやりの心とともに「人権の花」
町内の小中学校などに届ける

税住民課　☎８８‐６６３４

議会選出の監査委員に
上野雅央氏が就任

　２月７日付けで監査委員を
辞職された浅田晃弘氏の後
任。任期は３月27日から令和
10年11月14日まで。
〇本町の監査委員
代表監査委員　本多　八朗氏
議選監査委員　上野　雅央氏

広報うじたわら 令和７年４月号07



子育て支援
センター事業

4月

日 月 火 水 木 金 土

日付 1 2 3 4 5

事業名 栄養相談
①10：00～11：00 
②13：30～14：30 
③15：00～16：00 
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

時間
場所

内容

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19
授乳育児相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

子育て相談
9：30～11：30
はぐ♡くむセンター

センター開放
9：00～16：30
はぐ♡くむセンター

21 22 23 24 25 26
栄養相談
①10：00～11：00 
②13：30～14：30 
③15：00～16：00 
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

あそびの広場
10：00～11：00
中央公園
ミニ運動会

おでかけ広場
10：00～11：00
銘城台自治会館
親子遊び

子育て講座
10：00～11：30
はぐ♡くむセンター
アロマ講座

あそびの広場
10：00～11：00
はぐ♡くむセンター
絵本読み聞かせ

あそびの広場
10：00～11：00
はぐ♡くむセンター
手型足型アート

27 28 29 30
昭和の日 授乳育児相談

9：30～11：30
はぐ♡くむセンター
（保健センター）

今月の
元気はつらつ！若返り塾

場　　　所 日 時間
総 合 文 化 セ ン タ ー
（おやじエクササイズ） 11日㊎・25日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 11日㊎ 午後
郷 之 口 会 館 22日㊋ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 22日㊋ 午前
荒 木 （ や す ら ぎ 荘 ） 18日㊎ 午後
南 区 公 民 館 30日㊌ 午後
岩 山 会 館 30日㊌ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 18日㊎ 午前
禅 定 寺 会 館 23日㊌ 午後
立 川 公 民 館 25日㊎ 午後
湯 屋 谷 会 館 16日㊌ 午前
奥 山 田 会 館 ９日㊌ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

健康のお便り
Health　center 今月の

保健・予防案内

・ 　子育て支援課☎88‐6636

栄養相談　 　［対象］住民
　4日㊎21日㊊　①午前10時00分～11時00分
　　　　　　　　②午後 １ 時30分～ ２ 時30分
　　　　　　　　③午後 ３ 時～ ４ 時
予防接種（BCG）　［対象］５か月～１歳未満
　９日㊌　午後１時10分～１時30分受付
３歳児健康診査　［対象］３歳５～８か月
　11日㊎　午後０時50分～１時30分受付
２歳児歯科健診　［対象］2歳4か月～2歳8か月
　18日㊎　午後０時50分～１時30分受付
乳児後期健康相談　［対象］生後８か月～10か月
　25日㊎　午前９時20分～９時50分受付

　対象者には個別に通知いたします。

場所 ＝いずれも「はぐ♡くむセンター（保健センター）」
　　 　　＝要予約

親子で遊ぶ・学ぶ・集う場の「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。※事業はすべて予約制です。
プレイルーム利用時間 ▼平日９：00〜16：30
子育てに関する相談を受け付けているほか、ファミサポ会員も募集中です。

あそびの広場	 妊婦さんから就学前の子どもと保護者まで。
	 一緒に遊んで交流しましょう。

おでかけ広場	 町内各地におでかけします。
	 四季折々の宇治田原のステキなところを再発見しましょう。

各 種 事 業	 「栄養相談」「授乳育児相談」「子育て相談」等も実施しています。

・ 地域子育て
支援センタ

ー ☎８８
－６６２２

　　　（は
ぐ♡くむセ

ンター）

～センター開放日についてのお知らせ～

子育てサービス
利用支援窓口

平日８:30〜17:15
電話相談も可

子どもに伝わる声かけと関わり方

〇伝わる声かけと関わり方
・ルールを事前に伝える
　やってほしいことを前もって伝えること
で、どう行動すれば良いのかが分かり、注意
することが少なくなる。
・「ちゃんと」「きちんと」などあいまいな
表現を避ける
　「ちゃんと片付けて」ではどうしたらいい
のか伝わりにくい。「おもちゃをカゴに入れ
ようね」など具体的に伝える。
・ダメなことより、やって良いことを伝え
る
　「走ったらダメ」などの否定的な言葉では、
ダメなことはわかっても「きちんと」などの
表現と同じように、「どうしたらよいの？」
となる。「歩こうね」などの肯定的な言葉で
話す。
・増やしたい行動を褒める
　褒められた嬉しさや喜びから、またやって
みようという意欲につながり、褒められた行
動が増える。☆「その場で」「短く」「具体的に」
褒めることがポイント
・良くない行動や発言は適切に教える
　間違いは、理解させて繰り返さず、正しい
行動へ修正することが大切。おもちゃの取り
合いで友達を叩いた時は、「叩いたらダメ、

叩いたら痛いよね。叩かないで貸してって言
おうね」と教える。☆「大声を出さず」「具
体的に」「改善策まで」教えることがポイン
ト
〇�正しいかどうかではなく、怖いかどうか
になっていないか

　良いことをした時は「大好き」、悪いこと
をした時は「そんな子は嫌い」という対応は、
親に見捨てられるのではないかという子ども
の恐れを利用しており、その場では言うこと
を聞いてくれても親の顔色を見て行動するよ
うになる。
　頭ごなしに怒るなどの関わり方も、罰に対
する恐れの感情を利用しており、怖い人がい
なければやってしまうという態度へつなが
る。
〇最後に
　子どもがなかなか言うことを聞いてくれ
ず、出来ないことが続くと「どうしてできな
いの？」と言ってしまいそうになるかもしれ
ません。
　他の子どもが出来るからなどを理由に、出
来て当たり前と思ってしまうと、親も子ども
も辛くなります。まずは、子どもの出来たこ
とを見つけて、褒めることからはじめてみま
せんか。

　言うことを聞いてくれない子どもに、どうしたら伝わるのかな
と悩むことはありませんか。声かけや関わり方を少し工夫するこ
とで、子どもの行動が変わるかもしれません。
〇ポイントは３つ
①何をすればよいか、分かりやすく伝える
②子どもに「できる」と思ってもらう
③「嬉しいことや達成感があるからまたやりたい」と思ってもらう

　事業やイベントによっては、プレイルームを
ご利用いただけない場合があります。
　ご了承ください。

「土曜日はお休みですよね…」という、家族で利用し
たい方々のご要望にお応えして、今年度より子育て支
援センター土曜開放日を設けました。ご家族の『ふれ
あいの場』として是非ご利用ください。たくさんの方々
のご来所をお待ちしています。

お子さんの手型・足
型を成長記録として
残しませんか。

親子で絵本
に親しみま
しょう。

スプリング・ウィーク

アロマオイルを使って
ハンドマッサージを教
わります。

臨床心理士によるカ
ウンセリングです。

芝生広場で元気
いっぱい、いろい
ろな競技を楽しみ
ましょう！

利用時間…午前9時～午後4時30分
開放日……4月19日、５月10日、７月12日
　　　　　9月20日、１月17日、３月14日
※ ６月、８月、10月、11月、12月、２月は、土曜日の

事業があるため土曜開放はありません。

子育て支援課 ☎88‐6636
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暮らしの
情報

＝問合せ先　 ＝申込先

4月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

６ 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

お
知
ら
せ

　
令
和
７
年
４
月
～
令
和
８
年

３
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

月
額
１
万
７
５
１
０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

て
い
な
い
状
態
で
、
障
が
い
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
経
済
的
な
理
由
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、免
除
の
申
請
が
可
能
で
す
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）
／
京
都
南
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
５
︲
６
４
４

︲
１
１
６
５
）

納
め
て
安
心
　
国
民
年
金

　
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
申
請
後
に

承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
（
２
年
１
か

月
前
の
保
険
料
か
ら
申
請
可
）。

承
認
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要

な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
　
学
生
証
（
写
し
の

場
合
は
両
面
）
か
在
学
証
明
書

を
窓
口
へ
持
参

※�

前
年
度
に
承
認
さ
れ
た
方

で
、
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
た
は
が
き
（
申
請
書
）
を

返
送
し
た
方
は
手
続
き
不
要
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）
／
京
都
南
年
金

事
務
所
（
☎
０
７
５
︲
６
４
４

︲
１
１
６
５
）

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特
例

令
和
７
年
度
分
の
受
付
開
始

　
ひ
と
り
親
家
庭
（
父
子
・
母

子
家
庭
）
の
お
子
さ
ん
が
乳
幼

児
か
ら
高
校
入
学
ま
で
の
教
育

や
養
育
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、

奨
学
金
等
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
「
母
子

家
庭
奨
学
金
」
が
令
和
７
年
度

か
ら
制
度
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
変
更
点
は
①
父
子
家
庭

の
追
加
②
高
校
生
奨
学
金
の
廃

止
③
高
等
学
校
入
学
支
度
金
の

増
額
で
す
。

※�

昨
年
度
受
給
さ
れ
た
方
も
、

改
め
て
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
期
限
　
１
次
申
請
＝
５
月

30
日
（
金
）〈
１
年
分
支
給
〉

※�

６
月
１
日
以
降
の
申
請
ま
た

は
、
年
度
途
中
に
支
給
対
象

と
な
っ
た
場
合
は
、
月
割
支

給
と
な
り
ま
す
。

府
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
☎
６
３
︲
５
７
４
５
）

子
育
て
支
援
課
（
☎
８
８
︲

令
和
７
年
度
ひ
と
り
親
家
庭

奨
学
金
等

６
６
３
６
）

　
教
育
委
員
会
で
は
、
登
下
校

の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見
守

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し

て
、
ベ
ス
ト
・
帽
子
の
貸
与
や

保
険
加
入
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
地
域
に
よ
っ
て
活
動
の
形
態

は
異
な
り
ま
す
が
、
散
歩
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
な
ど
「
で
き
る

人
が
」「
で
き
る
と
き
に
」「
で

き
る
こ
と
」
で
参
加
す
る
「
な

が
ら
見
守
り
」も
歓
迎
し
ま
す
。

　
協
力
い
た
だ
け
る
方
や
登
録

の
有
無
が
不
明
な
方
は
左
記
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
２
）

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　
今
年
度
よ
り
、
高
齢
者
の
帯

状
疱
疹
予
防
接
種
が
定
期
接
種

に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
令

和
７
年
度
か
ら
５
年
間
は
経
過

措
置
期
間
と
し
て
、
65
歳
か
ら

５
歳
刻
み
の
節
目
年
齢
の
方
も

接
種
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　
左
記
の
対
象
者
の
①
に
該
当

さ
れ
る
方
に
は
、
役
場
よ
り
個

別
に
通
知
し
ま
す
の
で
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
健
康
対
策

課
に
申
込
み
後
、
個
別
医
療
機

関
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
　
町
に
住
民
登
録
の
あ
る

①
年
度
末
年
齢
が
65
・
70
・

75
・
80
・
85
・
90
・
95
歳
お
よ

び
100
歳
以
上
の
方

②
60
歳
～
64
歳
の
方
で
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を

有
す
る
方

接
種
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）

～
令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

接
種
場
所
　
個
別
実
施
医
療
機

関接
種
費
用
　
生
ワ
ク
チ
ン
３
０

０
０
円
／
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
７

５
０
０
円
も
し
く
は
無
料

申
込
方
法
　
接
種
案
内
に
同
封

さ
れ
て
い
る
申
込
用
紙
、
ま
た

は
健
康
対
策
課
窓
口
に
あ
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
接
種
に
必
要
な
予
診
票

を
発
行
し
ま
す
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）

４
月
１
日
か
ら
　
高
齢
者

帯
状
疱
疹
定
期
予
防
接
種

　
が
ん
治
療
に
伴
う
心
理
的
負

担
の
軽
減
、
社
会
参
加
促
進
な

ど
を
目
的
と
し
た
補
整
具
等
へ

の
助
成
を
は
じ
め
ま
す
。

対
象
　
①
申
請
時
に
町
の
住
民

基
本
台
帳
に
登
録
の
あ
る
方

②
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
治
療
中

ま
た
は
過
去
に
治
療
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
、
補
整
具
を
必
要

と
す
る
方

③
過
去
に
本
町
ま
た
は
他
の
自

治
体
か
ら
同
種
の
助
成
を
受
け

て
い
な
い
方

助
成
対
象
品
　
・
治
療
に
伴
う

脱
毛
に
対
し
て
一
時
的
に
着
用

す
る
ウ
ィ
ッ
グ
等

・
乳
房
補
整
具
（
補
正
下
着
、

人
工
乳
房
）

助
成
金
額
　
対
象
経
費
の
２
分

の
１
（
上
限
は
次
の
と
お
り
）

・
ウ
ィ
ッ
グ
等
３
万
円

・
補
整
下
着
２
万
円
・
人
工
乳

房
５
万
円

※
区
分
ご
と
に
１
回
を
限
度

必
要
書
類
　
①
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
整
具

な
ど
の
購
入
費
を
助
成

バ
ー
カ
ー
ド
等
）

②
が
ん
治
療
を
受
け
た
、
ま
た

は
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
書
類
（
診
断
書
・
診
療
明

細
書
等
）

③
口
座
情
報
が
わ
か
る
も
の

（
預
金
通
帳
等
）

④
補
整
具
等
の
購
入
に
係
る
領

収
書
・
明
細
書

申
込
期
限
　
対
象
の
補
整
具
を

購
入
し
た
日
か
ら
１
年
以
内

申
込
方
法
　
役
場
ま
た
は
町
Ｈ

Ｐ
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、

必
要
書
類
と
と
も
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）

対
象
　
①
町
に
住
民
登
録
の
あ

る
65
歳
（
接
種
日
時
点
）
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
心

臓
、
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障

が
い
の
あ
る
方

③
①
ま
た
は
②
に
該
当
し
過
去

に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
）

接
種
を
受
け
て
い
な
い
方

通
知
　
４
月
１
日
以
降
に
65
歳

を
迎
え
る
方
に
は
誕
生
月
の
翌

月
に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法
　
個
別
通
知
に
同
封

さ
れ
て
い
る
申
込
書
を
健
康
対

策
課
に
提
出
ま
た
は
郵
送

接
種
方
法
　
申
込
後
に
配
布
す

る
予
診
票
を
実
施
医
療
機
関
に

持
参
し
て
接
種

費
用
　
２
５
０
０
円
ま
た
は
無

料※��

住
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活

保
護
世
帯
の
方
は
無
料

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
定
期
接
種

　
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
、
全
て
の
自
転
車
利
用
者

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
を
促
進
し
、

自
転
車
利
用
時
の
交
通
事
故

に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
自
転
車
を
利
用
す
る

幼
児
、
小
・
中
学
生
が
使
用

す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
購
入
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

①
次
の
い
ず
れ
か
の
安
全
基

準
を
満
た
す
新
品
の
自
転
車

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
、
Ｊ
Ｃ
Ｆ
マ
ー

ク
、Ｃ
Ｅ
マ
ー
ク
、Ｇ
Ｓ
マ
ー

ク
、
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
マ
ー
ク
（
別

表
参
照
）

②
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降

に
購
入
し
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト

補
助
金
額
　
購
入
価
格
（
上

限
３
千
円
）
１
人
に
つ
き
１

個
か
つ
１
回
限
り

自転⾞⽤
ヘルメット
購⼊補助金

受
付
期
限
　
令
和
９
年
３
月

31
日
（
水
）
ま
で

申
請
者
　
次
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使
用
者
の
保

護
者
（
保
護
者
親
権
を
行
う

者
、
未
成
年
後
見
人
そ
の
他

の
者
で
、
未
成
年
者
を
現
に

監
護
す
る
者
）
で
あ
る
。

②
町
内
に
住
所
が
あ
る
。

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
。

④
補
助
申
請
を
行
う
ヘ
ル

メ
ッ
ト
が
、
国
ま
た
は
地
方

公
共
団
体
が
支
出
す
る
他
の

補
助
金
等
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
。

⑤
宇
治
田
原
町
暴
力
団
排
除

条
例
第
２
条
第
３
号
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
等
で
な
い
。

必
要
書
類

①
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請

求
書
（
町
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）

②
領
収
書
の
写
し
等
代
金
の

支
払
手
続
が
完
了
し
た
こ
と

を
証
す
る
書
類
（
申
請
者
ま

た
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
使
用
者

名
、
購
入
日
、
購
入
店
名
、

メ
ー
カ
ー
、品
番（
商
品
名
）、

購
入
金
額
の
記
載
が
あ
る
も

の
）

③
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

の
写
し
（
運
転
免
許
証
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
保
険
証
等
）

④
マ
ー
ク
の
確
認
が
で
き
る

も
の（
認
証
マ
ー
ク
保
証
書
、

写
真
等
）

⑤
振
込
先
口
座
が
確
認
で
き

る
も
の（
通
帳
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
等
の
写
し
）

※
詳
し
く
は
、町
Ｈ
Ｐ
ま
で
。

～幼児・小学生・中学生⽤～
・ 総務課☎８８‐６６３１

対象の
ヘルメット
一覧
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←

　春雨の代わりにしらたきを使った韓国料理チャプチェのレ
シピです。しらたきを使うことでプリプリ食感が楽しめるだ
けでなく、冷めても固まらずに食べやすいですよ。お好きな
野菜やきのこを入れてアレンジをお楽しみください。

エネルギー　273kcal　　タンパク質　13.7g　　脂質　16.2g　　塩分　1.4g

① 牛肉は食べやすい大きさに、しらたきは
食べやすい長さに切り、必要であればア
ク抜きをする。長ねぎは１㎝の幅の斜め
切りにする。パプリカは１㎝幅の細切り
にする。にらは４㎝の長さに切る。

②　フライパンにしらたきを入れて中火にか
け、１～２分ほど水分を飛ばすように乾
煎りする。ごま油を加えて牛肉、長ね
ぎ、パプリカの順に加えて炒める。

③　全体に火が通ったら、合わせたⒶとにら
を加えてさっと炒め合わせる。器に盛
り、白いりごまをかける。

牛肉…………………………150ｇ
しらたき……………………200ｇ
長ねぎ………………１本（100ｇ）
パプリカ（赤）…… １/3個（45ｇ）
にら……………… １/3束（30ｇ）
ごま油…………………… 大さじ１
　　しょうゆ…………… 小さじ２
　　酒…………………… 小さじ2
Ⓐ　コチジャン………… 小さじ２
　　砂糖………………… 小さじ１
　　にんにく（すりおろし） 小さじ１/２
白いりごま……………… 小さじ１

（2人分）

材　料 作り方

第
96
回
京
都
府
茶
審
査
技
術
競
技
大
会
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　個
人
の
部

　優
勝	

山

　北

　祐

　士
さ
ん

　
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年

生
相
当
年
齢
の
女
子
を
対
象

に
、
子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
を
行
い
ま

す
。

　
中
学
１
年
生
に
は
４
月
中
に

予
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
よ
り
予
診
票
の

色
が
ア
イ
ボ
リ
ー
に
変
わ
り
ま

し
た
。
中
学
２
年
生
以
上
の
方

に
送
付
済
み
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

予
診
票
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
予
診
票

の
差
し
替
え
は
、
接
種
前
に
子

育
て
支
援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※�

中
学
２
年
生
以
上
の
方
で
、

接
種
途
中
の
方
に
は
、
残
り

回
数
分
の
予
診
票
を
４
月
中

に
送
付
し
ま
す
。

・

子
育
て
支
援
課
（
☎
８

８
︲
６
６
３
６
）

子
宮
頸
が
ん
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ

ク
チ
ン
定
期
接
種

　
東
京
都
区
部
（
東
京
23
区
）

に
在
住
ま
た
は
東
京
圏
内
（
条

件
不
利
地
除
く
）
か
ら
東
京
都

区
部
に
通
勤
す
る
方
が
、
本
町

に
移
住
し
、
京
都
府
ま
た
は
他

の
都
道
府
県
の
求
人
マ
ッ
チ
ン

グ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

対
象
事
業
所
に
応
募
し
新
規
就

業
し
た
方
や
起
業
、
テ
レ
ワ
ー

ク
を
行
う
方
に
府
・
町
が
共
同

で
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
要
件
等
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８

８
︲
６
６
１
６
）

移
住
定
住
・
就
業
支
援
事
業

費
補
助
金

　
音
響
映
像
設
備
改
修
工
事
の

た
め
利
用
を
停
止
し
て
い
た

「
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
」
は
、
４

月
20
日
（
日
）
か
ら
利
用
を
再

開
（
受
付
は
４
月
２
日
（
水
）

よ
り
）
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
、
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の

ご
理
解
ご
協
力
に
よ
り
改
修
工

事
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル

の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
今
後
も
、
さ
ざ
ん
か

ホ
ー
ル
を
長
期
的
に
改
修
し
ま

す
。
工
事
時
期
等
は
、
そ
の
都

度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
８

８
︲
５
８
５
１
）

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
「
さ
ざ

ん
か
ホ
ー
ル
」
利
用
再
開

　
聴
覚
障
が
い
へ
の
理
解
を
深

め
、
手
話
で
の
挨
拶
、
自
己
紹

介
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

対
象
　
初
め
て
手
話
を
学
ぶ
18

歳
以
上
の
方

定
員
　
20
人

期
間
　
５
月
９
日
（
金
）
～
令

和
８
年
２
月
13
日
（
金
）
の
毎

週
金
曜
日
（
全
37
回
）
午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

※�

８
月
８
、
15
日
、
12
月
５
日
、

１
月
２
日
は
休
み

会
場
　
京
田
辺
市
立
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー

受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
代
・
ク
ラ
ウ
ド
使
用
料
が

必
要
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て

参
加
費
用
が
必
要
な
場
合
あ

り
）

教
材
費
　
テ
キ
ス
ト
代
３
３
０

０
円
、
講
義
編
９
９
０
円
、
手

手
話
教
室

話
動
画
視
聴
シ
ス
テ
ム
使
用
料

１
７
６
０
円
（
１
年
間
）

申
込
期
限
　
４
月
24
日
（
木
）

必
着

申
込
方
法
　
（
ア
）
往
復
は
が

き
に
①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
②

住
所
③
年
齢
④
連
絡
先
（
携
帯

番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
）⑤
京
田
辺
市
内
に
通
勤
、

通
学
の
場
合
は
、
勤
務
地
ま
た

は
通
学
先
⑥
手
話
奉
仕
委
員
養

成
テ
キ
ス
ト
購
入
希
望
の
有
無

（
イ
）
左
記
か
ら
申
込
み

・
京
田
辺
市
「
手
話
教
室
」

事
務
局
〒
６
１
０
︲
０
１
２
１

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64

（
社
福
）
京
都
聴
覚
言
語
障
害

者
福
祉
協
会
京
都
府
聴
覚
言
語

障
害
セ
ン
タ
ー
☎
３
０
︲
９
０

０
０

　
新
茶
シ
ー
ズ
ン
が
せ
ま
り
、

町
内
各
所
の
茶
畑
も
順
調
に
生

育
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
全
国
茶
品
評
会
は
奈

良
県
で
、
関
西
茶
品
評
会
は
京

都
府
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数

の
上
位
入
賞
を
目
指
し
、
一
人

で
も
多
く
の
生
産
者
の
方
の
出

品
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
出
品
に
関
す
る
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
業
観
光
課
（
☎
８
８-

６

６
３
８
）

茶
品
評
会
に
出
品
を
お
願
い

し
ま
す

一品でも多くの出品
をお願いします。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
減
量

に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
　
町
内
在
住
者

補
助
対
象
　
生
ご
み
処
理
機

（
乾
燥
機
含
む
）
や
コ
ン
ポ
ス

ト
容
器
な
ど

※�

１
世
帯
２
基
ま
で
。た
だ
し
、

５
年
経
過
で
再
度
申
請
可
。

補
助
金
額
　
購
入
金
額
の
２
分

の
１
（
上
限
２
万
円
）

申
請
方
法
　
申
請
書
に
購
入
店

の
領
収
書
と
写
真
を
添
え
提
出

※�

予
算
の
上
限
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
ま
す
。

・

建
設
環
境
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
９
）

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
補
助

　
ご
み
の
焼
却
は
一
部
の
例
外

を
除
い
て
原
則
的
に
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
焼
き
や
基
準
を
満
た
さ
な

い
焼
却
炉
で
燃
や
し
た
場
合
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
Ｐ
Ｍ
2.5
が
発

生
し
、
環
境
汚
染
や
健
康
被
害

の
原
因
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

火
災
の
原
因
と
な
り
、
実
際
に

町
内
で
も
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
田
畑
の
刈
草
、
も
み
殻
、
樹

木
の
剪
定
枝
は
家
庭
系
ま
た
は

事
業
系
ご
み
と
し
て
排
出
す
る

か
、
た
い
肥
化
す
る
な
ど
で
処

理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
建
設

業
や
家
具
製
造
業
な
ど
で
発
生

す
る
廃
材
は
産
業
廃
棄
物
と
し

て
適
切
に
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
ご
み
の
野
焼
き
を

行
っ
た
場
合
、
法
律
に
よ
り
個

人
で
は
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、

ご
み
の
野
焼
き
は
や
め
ま

し
ょ
う

ま
た
は
そ
の
両
方
が
科
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
（
法
人
の
場

合
は
３
億
円
以
下
の
罰
金
）。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

　
近
年
、
全
国
的
に
ご
み
収
集

車
や
ご
み
処
理
施
設
に
て
、
リ

チ
ウ
ム
充
電
池
な
ど
が
原
因
と

思
わ
れ
る
火
災
事
故
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。

　
火
災
事
故
が
発
生
す
る
と
、

収
集
車
や
処
理
施
設
へ
の
被
害

だ
け
で
な
く
、
作
業
地
域
の
住

宅
な
ど
に
被
害
が
及
ぶ
可
能
性

が
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
ま

た
、
収
集
作
業
員
が
け
が
を
し

た
り
、
収
集
車
や
処
理
施
設
の

設
備
が
破
損
す
る
こ
と
で
、
ご

み
収
集
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

正
し
く
分
別
を
し
て
出
す
こ
と

で
、
火
災
事
故
は
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
み
の
分

別
を
再
度
確
認
し
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
分
別
の
際
に

特
に
注
意
が
必
要
な
ご
み
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
充
電
池
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
ボ

タ
ン
電
池

　
絶
縁
処
理
を
し
た
上
で
、
役

場
２
階
の
建
設
環
境
課
窓
口
に

設
置
し
て
い
る
回
収
ボ
ッ
ク
ス

へ
、
ス
マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
充
電
池
が
内
蔵
さ
れ
た
小
型

家
電
は
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー
ま

た
は
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
ロ
ビ
ー
に
設
置
の
小
型
家
電

回
収
ボ
ッ
ク
ス
ま
で
。た
だ
し
、

加
熱
式
た
ば
こ
は
対
象
外
。
販

売
店
等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

火
災
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
！

　
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
発
生

し
た
甚
大
な
被
害
を
教
訓
に
、

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
京
都
府
と
連
携
し
耐
震
改

修
等
に
関
す
る
補
助
金
を
令
和

７
年
度
ま
で
の
間
、
拡
充
し
て

い
ま
す
。

対
象
　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

木
造
住
宅
耐
震
化
等
の
補
助
金

る
木
造
住
宅

①
日
本
建
築
防
災
協
会
発
行

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
誰
で
も
で
き

る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」
の
結

果
、
評
点
が
９
点
以
下

②
床
面
積
の
２
分
の
１
以
上
が

住
居
の
木
造
住
宅
。
た
だ
し
、

特
殊
な
工
法
、
型
式
適
合
認
定

に
よ
る
プ
レ
ハ
ブ
工
法
等
の
住

宅
は
対
象
外

助
成
額

　
耐
震
診
断
士
の
派
遣
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出演者募集
　総合文化センターでは、２階ロビーで、
音楽演奏していただける出演者を募集して
います。
　個人やグループでジャンルは問いません。

相

談

募

集

日本の原風景99
近藤　正文 /写真・文

　幾世代もの人々の暮らしと営み
が、さまざまな自然と時の流れに
対峙し、知恵を働かせ、工夫をめ
ぐらし、創り出し培ってきた。著
者が昭和40年
代から半世紀
余りにわたっ
て歩いてきた
日本の原風景
を、写真とと
もに紹介す
る。

小学生になったらともだちずかん
長谷川　康男 /監修

　親や先生を介さず、自分の力で
友だちをつくるために知っておき
たい「友だちのつくりかた」「仲
良しでいるためのマナーやルー
ル」「放課
後、遊ぶと
きの注意」
をイラスト
やマンガで
紹 介 し ま
す。

・ 町立図書館　☎88‐5852

今月の予定

図 書 館 だ よ り

※本文はTRC発行の新刊全
点案内から引用しています。

休館日
1・8・15・22・29日（火曜日）
24日（木・館内整理日）
おはなし会

12日（土）１１：００～
２6日（土）１１：００～
ボードゲーム・デー

12日（土）１４：００～
２6日（土）１4：００～

「絵本のじかん」交流会
24日（木）１０：３０～

↓●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
し
、
現
に
完
成
し
て
い
る

木
造
住
宅
＝
５
万
２
千
円

●
そ
の
他
の
木
造
住
宅
＝
１
万

３
千
円

　
耐
震
改
修
は
、
内
容
に
よ
り

３
種
類
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

①
耐
震
改
修
拡
充

交
付
額

●
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
７
分
の
６

（
上
限
１
５
０
万
円
）

※�

従
前
の
助
成
額
は
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
５
分
の
４

（
上
限
１
０
０
万
円
）

●
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
＝
耐
震
改
修

に
要
し
た
費
用
の
12
分
の
１

（
上
限
10
万
円
）

②
簡
易
耐
震
改
修

交
付
額
　
簡
易
耐
震
改
修
に
要

し
た
費
用
の
５
分
の
４
（
上
限

40
万
円
）

③
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

交
付
額
　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設

置
に
要
し
た
費
用
の
４
分
の
３

（
上
限
30
万
円
）

※�

各
事
業
の
詳
細
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

建
設
環
境
課
（
☎
８
８

︲
６
６
３
７
）

　
耐
震
改
修

　
公
共
下
水
道
の
木
津
川
流
域

下
水
道
へ
の
編
入
等
に
伴
う
都

市
計
画
下
水
道
の
変
更（
原
案
）

に
係
る
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
者
お
よ
び
利

害
関
係
人

日
時
　
４
月
18
日
（
金
）
午
後

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

（
原
案
）
に
係
る
説
明
会

７
時
か
ら

場
所
　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
３

階
　
研
修
室
１

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

　
公
共
下
水
道
や
町
管
理
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

・

上
下
水
道
課
（
☎
８
８

︲
３
３
３
７
）

下
水
道
・
町
管
理
浄
化
槽
使
用

人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
出
を

　
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
な
け
れ

ば
、
目
的
を
果
た
す
こ
と
は
で

き
な
い
下
水
道
。
下
水
道
が
使

え
る
区
域
内
の
方
は
、
遅
滞
な

く
下
水
道
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
法
律
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
公
衆
衛
生
や

河
川
な
ど
の
水
質
改
善
の
た
め

に
も
、
速
や
か
に
下
水
道
に
接

続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
接
続
工
事
は
、
排
水

設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼
し
、

事
前
に
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

下
水
道
普
及
促
進
奨
励
金
　
下
水

道
へ
の
接
続（
切
替
）工
事
を
す

る
方
に
２
万
円
を
交
付
し
ま
す
。

水
洗
化
相
談
窓
口
　
水
洗
化
工

事
（
排
水
設
備
の
接
続
替
え
）

の
相
談
窓
口
や
工
事
費
用
に
応

じ
た「
融
資
の
あ
っ
せ
ん
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・

上
下
水
道
課
（
☎
８
８

-

３
３
３
７
）

下
水
道
に
早
期
接
続
を

　
本
年
３
月
31
日
に
、
公
共
下

水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
が
拡

大
し
ま
し
た
。
こ
の
区
域
は
受

益
者
負
担
金
の
賦
課
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
区
域
内
に
建
物

を
お
持
ち
の
方
は
、
受
益
者
負

担
金
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

負
担
金
は
、
下
水
道
の
接
続

と
は
関
係
な
く
納
付
が
必
要
。

　
今
回
新
た
に
対
象
と
な
る
区

域
の
建
物
所
有
者
に
は
、
受
益

者
負
担
金
を
納
め
る
方
を
決
定

す
る
た
め
の
受
益
者
申
告
書
等

を
お
送
り
し
ま
す
。
必
要
事
項

を
記
入
し
、
返
送
く
だ
さ
い
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

下
水
道
の
受
益
者
負
担
金

　
健
診
を
受
け
て
も
結
果
の
見

方
が
分
か
ら
な
い
、
自
分
の
状

況
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
は
な

ん
だ
ろ
う
？
な
ど
の
質
問
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
健
診
結
果
等
が
あ
れ
ば
、
あ

な
た
に
あ
っ
た
健
康
づ
く
り
の

方
法
を
町
保
健
師
と
一
緒
に
考

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
完
全
予
約
制
で
、
秘
密
は
必

ず
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
相
談
内

容
に
よ
っ
て
は
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
　
18
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

日
時
　
月
１
回
　
第
１
火
曜
日

※
祝
日
は
第
２
火
曜
へ
変
更

《
予
約
枠
》①
午
前
９
時
30
分
～

10
時
②
午
前
10
時
30
分
～
11
時

※�

原
則
１
週
間
前
ま
で
に
予
約

成
人
向
け
の
健
康
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す

し
て
く
だ
さ
い
。

・

健
康
対
策
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
０
）

　
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス

に
展
示
さ
れ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

展
示
期
間
　
４
月
１
日
（
火
）

～
令
和
８
年
３
月
31
日
（
火
）

の
間
で
最
長
２
週
間

　
展
示
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎

８
８
︲
５
８
５
１
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
展
示
作
品
募
集

　
子
ど
も
達
と
、宿
題
や
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
ま
た
地

域
住
民
と
の
交
流
活
動
等
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
「
月
に
１
度
だ
け
な
ら
」「
そ

ば
で
み
て
い
る
だ
け
な
ら
」「
保

護
者
の
方
で
お
子
様
と
一
緒

に
」と
い
う
方
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時
　
毎
月
指
定
の
水
曜
日

（
各
校
月
１
回
。
た
だ
し
、
長

期
休
業
日
除
く
）
午
後
２
時
30

分
～
４
時
ま
で

場
所
　
田
原
小
学
校
・
宇
治
田

原
小
学
校

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
６
６
１
３
）

放
課
後
子
ど
も
教
室
「
ま
な
び

茶
ろ
ん
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
地
域
づ
く
り
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

等
に
関
心
の
あ
る
女
性
に
学
習

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
の
研
修
で

す
。
地
域
・
職
場
の
課
題
解
決

や
活
性
化
の
た
め
に
能
力
を
発

揮
し
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
　
グ
ル
ー
プ
学
習
、
現
地

で
活
躍
す
る
女
性
と
の
交
流
、

社
会
見
学
な
ど

資
格
　
府
内
居
住
か
勤
務
・
通

学
す
る
18
歳
以
上
の
女
性

定
員
　
36
人

日
程
　
６
月
６
日
（
金
）
～
９

日
（
月
）（
３
泊
４
日
）、事
前
・

事
後
研
修
＝
５
月
24
日
（
土
）・

７
月
５
日
（
土
）

訪
問
地
　
北
海
道

参
加
費
　
５
万
３
千
円
程
度

申
込
期
限
　
４
月
17
日
（
木
）

府
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
０

７
５
︲
４
１
４
︲
４
２
９
１
）

企
画
財
政
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
２
）

第
43
回
京
都
府
女
性
の
船

参
加
者
募
集

　
当
協
会
は
、
町
内
に
住
む
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
と
そ
の
家
族
が
集
う
団
体

で
す
。
障
が
い
の
あ
る
方
の
悩

み
な
ど
を
少
し
で
も
改
善
で
き

る
よ
う
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
を
通
じ
て
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
図
り
な
が
ら
、
身
体
障
が

い
者
福
祉
の
増
進
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
協
会
で
は
、
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
会
費
は
１
年
間
で
１

０
０
０
円
で
す
。
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

身
体
障
害
者
協
会
事
務

局
（
社
会
福
祉
協
議
会
☎
８
８

︲
３
２
９
４
）

身
体
障
害
者
協
会
会
員
を
募
集

音楽に親しむつどい

♬アルパとサックス�夢の音世界♪

会　場　総合文化センター２階　ロビー
日　時　４月26日土　午後１時15分
出　演　モンベベ（2024年3月に結成）
演奏内容　The water is wide

涙そうそう
コーヒールンバ
コンドルは飛んでいく　他

・ 総合文化センター　☎88‐5851

ロビーコンサート
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くとうてん

　４月の人事異動により、広報担当を
卒業することになりました。
　前任者からバトンを受け継ぎ走って
きた３年間、「これ発行間に合うか
…？」と思ったタイミングが何度もあり
ましたが、その度、住民の皆さんはもち
ろん、職場の同僚や印刷会社さん、そ
して家族（特に母）に励まされ、支えら
れながら、なんとか一度も遅れること
なく発行することができました。
　広報担当として、一番印象に残って
いるのは、初めてカメラを持って撮影
した表紙（令和４年５月号）に住民の
方から「躍動感があっていい表紙やっ
た！」とお電話いただいたことです。本
当に嬉しいお言葉でした！ぜひ後任者
にも、そんな素敵な言葉をお願いしま
す。
　最後に、広報担当として関わった全
ての方へ、本当にありがとうございま
した！� （今西哲也）

【町の位置】北緯34度50分東経135度52分海抜146メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　写真と「氏名（ふりがな）」・「年齢」・「元気の秘訣（50文字以内）」・「電話番号」▶わが家のアイドル（乳幼児）　
写真と子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」・「メッセージ（25文字以内）」▶うじたわら LIKE なひととき　町内の LIKE な写真と「氏名（ふ
りがな）」・「一言コメント」をそれぞれお送りください。　■	送付先　総務課広報 ☎88－6631　または右 QR から

投稿募集中

古田　悠
ゆうま

真ちゃん	（1歳9ヶ月） 中村　めいちゃん	（0歳7ヶ月）
どんどん食べて大きくなれ！ 愛しのよだれ女子。

ぷくぷく成長中。

　令和７年度の犬の登録と狂犬病予防集
合注射を以下のとおり行います。

建設環境課☎88‐6639

狂犬病予防注射問診票
飼い主住所　宇治田原町
飼い主氏名              　　　　　  犬の名前
電話番号（　　　）
①現在、愛犬の体調は良いですか。　　はい・いいえ
②現在、妊娠又は授乳期間中ですか。　はい・いいえ
③今まで狂犬病予防注射後、体調が悪くなったことが
　ありますか。　　はい・いいえ
※ 注射を受けられる方は、上記必要事項を記入のうえ、

切り取って必ず当日会場へ持参してください。
※ 体調がすぐれない犬は、注射の前に獣医師に申し出

てください。

新 規 登 録 申 込 書
飼い主住所　宇治田原町
飼い主氏名　　　　　　　　電話番号（　　）
種　　類　　雑種・（　　　　　　　　　　　　　 ）
犬の名前
性　　別　　オス　・　メス
毛　　色　　白 ・ 黒 ・ 茶 ・ まだら ・（　　　　　）
体　　格　　大 ・ 中 ・ 小
生年月日（年齢）

※ 新規登録される方は、上記必要事項を記入のうえ、
切り取って、当日会場へ持参してください。

（
切
り
取
り
線
）

（
切
り
取
り
線
）

（
切
り
取
り
線
）

（切り取り線）

（切り取り線）

狂犬病予防集合注射

●費用等
▶新規登録 + 注射＝6,500円
　［持ち物］問診票・新規登録申込書
▶注射のみ＝3,500円
　［持ち物］問診票・愛犬手帳

●注意事項
▶ 体調の悪い犬や妊娠中の犬は、注射でき

ないことがあります。
▶ 集合注射を受けなかったときは、動物病

院で接種してください。その場合、役場
での手続きが必要になる場合があります。

▶室内犬でも登録・注射は必要です。

●登録事項の変更届
　飼い犬の死亡や引っ越し、譲渡には届出
が必要です。町外へ転出・譲渡するときは
転出先の自治体へ届け出てください。※お住まいの地区でなくても、上記いずれの会場

でも受けることができます。

　外国人の方々が、生活に必要な日本語を学習すること
で相互理解を深め、多文化共生社会を推進していくため、
日本語教室を開設します。開設にあたり学習者を募集し
ます。学習希望の方は、宇治田原日本語教室事務局（役
場総務課内）へお申込みください。

　お知り合いや、お近くにお住まいの外国人の方にお知
らせください。

対　　象　 原則18歳以上の外国人
定　　員　20人
日　　時　６月１日（日）から
　　　　　原則毎週日曜日午前10時～ 11時30分
場　　所　総合文化センター
年度会費　1,000円（10月以降加入の場合は500円）
　　　　　※別途教材費要

・ 宇治田原日本語教室事務局（役場総務課内）
　　　（☎８８-６６３１）
　　　メールut-event@town.ujitawara.lg.jp

　ノルディックウォー
キングをご存じです
か。通常のウォーキン
グと比較して３～４割
程度運動効果が高くな
ると言われています。
　専用のポールを使用して行うことで、
幅広い年齢層や健康レベルの方にも取り
組んでいただきやすいスポーツです。
　町では専用ポールの無料貸し出しを
行っていますので、是非ご利用ください。

対象　18歳以上の町内在住の方

・ 健康対策課☎８８‐６６１０

日　程

実　施　日 会　　場 時　　間

4月9日
（水）

午
前

銘城台自治会館 9：30～10：15

南 区 公 民 館 10：30～11：30

午
後

荒 木 公 民 館 13：30～14：15

郷 之 口 会 館 14：25～15：30

4月10日
（木）

午
前

奥 山 田 会 館 9：30～10：00

湯 屋 谷 会 館 10：15～10：45

禅 定 寺 会 館 11：00～11：30

午
後

緑苑坂自治会館 13：30～14：30

岩 山 会 館 14：45～15：30

4月11日
（金）

午
前

大道寺自治会館 9：30～9：50

立 川 公 民 館 10：00～10：20

糠塚自治会館 10：30～10：50

さくら

総務課☎88‐6631・ 社会福祉協議会☎88‐3294／FAX88‐4094

社協通信

　桜の下で町内の福祉やボランティアに対する意識を高め地域
のみんなが互いに助け合える元気なまちづくりをめざします。
　ボランティアなど福祉関係団体からは楽しいイベントや模擬
店がめじろ押し！

　さくら福祉まつりに臨時町
長室を開設します。
　勝谷町長と今後のまちづ
くりについて、対話しません
か。（予約不要）

第15回 地域が元気！　　福祉まつり

さくら福祉まつりに
臨時町長室

日　時

　4月5日土　
　午前10時30分～正午
会　場
　トレーニングセンター前駐車場

日　時　4月5日土　午前10時～午後2時30分
会　場　住民体育館駐車場

第23回ボランティアのつどい

＊社協ブースでは15周年記念として、
「社協のゆるキャラ（アイデア）募集！」
　町社協にぴったりなキャラクターや愛称を
お寄せください。

（当日キャラクターコーナーでも記入いただけます）
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